
第３．柏市における 
    地域支援事業の新たな展開 

３６ 

~地域包括ケアシステムの一翼を担う~ 



１．介護予防・日常生活支援総合事業の構成 

３７ 

地
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る 



２．地域づくりの視点をもって取り組む 

新しい地域支援事業は、介護保険制度改正の一部として平成29年度
までに、全国のすべての市町村で実施すべき事業である。 

これは、地域づくりを進めることではないか。 

① 単に介護予防だけではない内容があること 
② 地域の実態に合った柔軟な対応が求められていること 
③ 介護保険制度の持続的な運営をめざすものであること 
④ 地域包括ケアシステムの基盤となるものであること 

視
点
を
変
え
る
と 

新しい総合事業 
介護予防・生活支援サー

ビス事業 
一般介護予防事業 

生活支援サービスの
体制整備 

(包括的支援事業） 
生活支援コーディネー
ターと協議体の設置 

新しい地域支援事業 

３８ 

医療と介護の連携事業 
在宅医療・介護連携提供体制 

相談・研修・普及事業 



３．地域包括ケアシステムを実現する各事業 
東大柏キャンパス 

・ 教育研修企画・運営 
・ 主治医・副主治医モデル
等の実証研究 

病院 

住まい 
戸建・UR賃貸・
民間分譲住宅等 

主治医 
・訪問診療 

副主治医（在宅療養支援診療所） 
・補完的訪問診療 

訪問看護 
訪問介護 

ケアマネ 他 

 
 

・ 主治医・副主治医・看護・
介護サービスの調整 

・ 多職種が集う場 
・ 情報システム運営管理 
・ 研修スペース 
・ 市民相談・啓発スペース 

多職種連携 

訪問診療・在宅ケアの提供 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト 

退院 短
期
受
入
れ 

グループ化した医師 

相談・啓発 

事業①地域医療拠点の整備 

事業⑥情報共有システム 

事業③在宅医療多職種連携研修 

事業⑩サービス付き 
 高齢者住宅の建設 

事業⑦在宅医療試行 
     モデルの実施 

事業⑨在宅医療の啓発 事業④24時間訪問看護・介護体制 

事業②主治医・副主治医体制 

事業⑧緊急時の 
バックアップ体制 

協働 

事業⑤顔の見
える関係会議 

拠点 

３９ 

柏プロジェクト・プラン１ 
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 ４．医療と介護の連携推進事業 

事 業 項 目 

地域の医療・介護の資源の把握 

在宅医療・介護連携の課題の抽
出と対応策の検討 

切れ目のない在宅医療と介護提
供体制の構築推進 

在宅医療・介護関係者の情報共
有の支援 

在宅医療・介護連携に関する相談
支援 

医療・介護関係者の研修 

地域住民への普及啓発 

在宅医療・介護連携に関する関係
市区町村の連携 

柏市の主な取組み（○番号は事業番号） 

①在宅医療マップを市ＨＰで公表 

①在宅医療・介護多職種連携協議会の設置。
①地域ケア会議への医療職助言者派遣。 

②主治医・副主治医制の構築。 
⑧病院のバックアップ体制構築。 
④訪問看護ステーション基盤強化対策。 

⑥ＩＣＴを活用した情報共有システムの運用 

①柏地域医療連携センターでの相談及び多 
 職種コーディネートの実施 

③在宅医療多職種連携研修会の開催。 
⑤顔の見える関係会議の開催 

⑨各地区社協ごとの在宅医療勉強会の開催。
⑨全世帯配布広報紙の発行 

①県内在宅医療連携拠点事業実施自治体 
 との意見交換会 

～平成２９年度までに全ての市町村で実施する事業項目～ 

介護保険による地域支援
事業の実施が求められる 

４０ 



５．コミュニティごとに協議会を設置 

４１ 
地域支えあい会議 地域支えあい会議 地域支えあい会議 

第一層の協議会 

第二層の協議会 

市全体を
一層。地
域を二層
とした 

柏市の資料から 



話し相手 散歩の相手 

ゴミ出し 子守り 

通
院
介
助 

留
守
番 

買い物の
付き添い 

部屋の掃除 庭の草取り 

Ｓａｓｓａｎｎ
ａさ 

 お買い物ぐ
らいなら私に
もできるわ。 

４２ 

最近100～500円での対応が多い 

柏社協の地域活動計画でも
「支え合い活動」が中心です 
地域包括ケアを支える活動 

 
最近町会や自治会で身近な福祉活動が盛んになっている 
 （市内２６か所で活動中。今後は地域支援事業の担い手ともなる） 
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柏市の事例② 

  「有償ボランティアの支え合い事業」 
   営利目的ではない低料金サービスが特徴 

  柏市内で１９団体が活動しています 
  ＜利用できるサービスの例＞ 
・掃除・洗濯・買い物・窓ふき・ゴミ出し 
・草取り・植木の剪定 
・押入れの整理・換気扇の掃除 
・浴室の清掃・台所の清掃 
・簡単な大工作業・障子張り・襖張り 
・網戸張り・子守り・留守番・家事全般 
・介護全般・通院介助・国内外の旅行 
 付き添い・送迎・車いす送迎 
・話し相手・朗読・代筆 
・入退院支援・葬祭手伝い・役所や金融 
 機関の手続き 

柏市非営利団体連絡会 
連絡先：７１３４－９５３８ 

利用料金は1時間600～1000程
度ですが会員になることが必要
な場合があります 

４３ 

（地域支援事業の担い手として期待されている） 



６．柏市の生活支援事業担い手育成方針 
. 

４４ 

柏市の資料から 



７．柏市地域包括ケアシステムの推進体制 

４５ 

地域によっては民間事業者や
生協などが加わることが特徴 



８．柏市地域包括ケアシステムのイメージ 

 
在宅医療の普及啓発とコミュニティの形成 

 
インフォーマル・ケアにつなげる人づくりの手法検討 

医療・介護保険制度のあり方／自治体の担うべき役割の再構築 

住まいと住まい方 
・身体状況等に応じた住まい選びの相談機能 
・自宅で住みきれる構造を備えた住まいへの改修の普及 

生活支援・支え合い 
・見守り・配食等のサービス提供のあり方 
・生活に関する相談機能 
・生活支援・在宅ケアに関する情報提供 
 の仕組みづくり 
 

医療・看護 
・地域医療拠点の設置 
・医師のグループ化（主-副主治 
 医制等リスクヘッジの仕組み） 
・後方支援ベッドの検討 
・訪問看護の機能強化の検討 
 

介護・福祉 
・多機能型医療・介
護サービス拠点の
展開 
・医療を含めたｹｱﾏ
ﾈｼﾞﾒﾝﾄの質の向上 

 
・いきがい就労 
・健康づくり・介護予
防（環境未来都市
の取組等） 

「Aging in Community」の実現 
日常生活圏域
ごとに取り組
むことです 

住民の主体な 
支え合いＩ活動 

４６ 

予防・生きがい 



健康 

【第4段階】 
重度 

フレイル期 
 

○要介護状態 
 

【第2段階】 
栄養面の 
フレイル期 

【第3段階】 
身体面の 
フレイル期 

 

○要支援状態 
 【栄養】 

食/歯科口腔 

【社会参加】 
社会性・ 
メンタル 

【運動】 
身体活動・

歩く 

【第１段階】 
社会性/心の 
フレイル期 

生
活
習
慣
病 •生活機能低下 

•サルコペニア 
•ロコモティブ症候群 
•低栄養 

        フ レ イ ル 予 防  

             生 活 支 援 （ 見 守 り ・ 相 談 ・ 食 事 等 ）  
               在 宅 介 護 ・ 看 護  

65        70              80                             90                                   100   (年齢） 

「住民による地域社会活動」 
•相互の支え合い活動 
•就労、ボランティア 
•地域見守り・相談 
•その他の生活支援 
 （買物、配食、ゴミ処理等） 
• 各種消費活動 

「社会インフラ構築 ①」 
•道路・交通移動手段 
（ウオーキングロード） 
•公共サロン 
•集会・交流・イベント 
•空家対策 
•防災（安心・安全都市） 

まちづくり 

「社会インフラ構築 ②」 
•フレイル予防・生活支援ネット 
 ワーク形成 
•市民サポーター育成 
•地域コンセルジュ設置 
•民間事業との連携 
•右図拠点との連携 

９．地域包括ケア（まちづくり）の基本概念 

•孤食 
•うつ傾向 
•社会参加の欠如 
•ﾍﾙｽﾘﾃﾗｼｰの欠如 
•（ｵｰﾗﾙﾘﾃﾗｼｰ含） 

• 嚥下障害、咀嚼機能不全 
• 経口摂取困難 
• 運動・栄養障害 
• 長期臥床 

                   在 宅 医 療  

自宅 

サービス付き 
高齢者向け住宅 

ケアハウスやマンション 

自宅 

アパートや高齢者住宅 

家族 

在宅拠点 
在宅介護看護サービス 
在宅療養支援診療所 

ICT（映像含む） 
情報通信 

標準化 ４７ 



   ＩＯＧ 東京大学 高齢社会総合研究機構     木 村 清 一 
４８ 
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